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２０１１年１２月、日立製作所は中国大手ＩＴグループと協業し、中国におけるスマート
シティ事業を展開していくと発表しました。

「スマートシティ」とは、環境配慮型の都市のことです。そこでは電力を効率良く活用
す 「 グ 技術を 生 能 ネ ギ を た発する「スマートグリッド」の技術をベースに、再生可能エネルギーを用いた発電システム
や電気自動車の充電システムなどを総合的に結びつけるといった最先端の技術が必要とさ
れます。

スマートシティ構想は現在、世界中で２００を超えるプロジェクトが進行しています。
なかでも盛り上がりを見せているのが、経済成長著しい新興国です。たとえば中国では
「天津エコシティ」をはじめおよそ１００都市をスマートシティ化する計画があるほか「天津エコシティ」をはじめおよそ１００都市をスマートシティ化する計画があるほか、
アラブ首長国連邦の「マスダール・シティ」、インドのデリー・ムンバイ間にスマートシ
ティ群を建設する「デリー・ムンバイ産業大動脈」構想など、多くの新興国がスマートシ
ティ計画を進めています。

冒頭の日立の事例のように、新興国の現地企業は先進国に匹敵する高い技術力で存在感
を示しています。また、先進国の企業も新興国のマーケットの発展性に注目しており、新を示しています。また、先進国の企業も新興国のマ ケットの発展性に注目しており、新
興国のスマートシティ事業は、今後も加熱していきそうです。
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